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2021年10月28日 

 

重工業研究会との定例懇談会 

セメント産業の循環型社会構築への貢献とカーボンニュートラルに向けた取組み 

－ 補足資料 － 

 

 

（一社）セメント協会 

生産・環境委員会 

 

 

本資料はＰＰＴ資料「セメント産業の循環型社会構築への貢献とカーボンニュートラルに向

けた取組み」の各ページに記載した内容に関する補足資料です。 

 

【Ｐ．２】「セメント産業の廃棄物受入れ処理が果たす役割」 

【Ｐ．３】「わが国の物質フローと廃棄物のセメント資源化」 

【Ｐ．４】「セメント産業の廃棄物利用：社会インフラの円滑運営への貢献」 

【Ｐ．５】「セメント産業の廃棄物利用：エネルギー代替廃棄物の利用拡大」 

【Ｐ．６】「セメント産業の廃棄物利用：災害廃棄物の処理支援」 

【Ｐ．７】「セメント産業からのCO2排出」 

【Ｐ．９】「省エネ設備の導入：これまでの設備投資状況と今後の普及見通しについて」 

【Ｐ．１０】「CO2排出の低減に向けて：石灰石代替となる廃棄物の利用」 

【Ｐ．１１】「2050年カーボンニュートラルに向けて：セメント産業の長期ビジョン」 

【Ｐ．１２】「2050年カーボンニュートラルに向けて：継続的な技術開発」 

----------------------------------------------------------------------------------- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１-補足 
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【Ｐ．２】「セメント産業の廃棄物受入れ処理が果たす役割」 

＜セメント産業の廃棄物・副産物の使用量の推移＞ 

 
[出典]セメントハンドブック2021年度版 p.6 

 

＜セメント工場における廃棄物・副産物等受入れ処理による産業廃棄物処分場の延命効果＞ 

【試算】 

 (A）（B）の出所：環境省 

(単位：千t)

種  類 主な用途 1990年度 2000年度 2005年度 2010年度 2015年度 2018年度 2019年度 2020年度

石炭灰 原料､混合材 2,031 5,145 7,185 6,631 7,600 7,681 7,593 7,286

高炉スラグ 原料､混合材 12,213 12,162 9,214 7,408 7,301 7,852 7,430 6,981

汚泥､スラッジ 原料 341 1,906 2,526 2,627 2,933 3,267 3,091 2,950

副産石こう 原料(添加材) 2,300 2,643 2,707 2,037 2,225 2,229 2,091 2,032

燃えがら(石炭灰は除く)､
ばいじん､ダスト 原料 468 734 1,189 1,307 1,442 1,530 1,554 1,482

建設発生土 原料 － － 2,097 1,934 2,278 1,531 1,214 1,241

廃プラスチック 熱ｴﾈﾙｷﾞｰ 0 102 302 445 576 718 746 746

非鉄鉱滓等 原料 1,559 1,500 1,318 682 722 811 740 725

木くず 熱ｴﾈﾙｷﾞｰ 7 2 340 574 705 517 450 437

製鋼スラグ 原料 779 795 467 400 395 387 441 364

鋳物砂 原料 169 477 601 517 429 455 407 336

再生油 熱ｴﾈﾙｷﾞｰ 51 239 228 195 179 223 236 282

廃白土 原料､熱ｴﾈﾙｷﾞｰ 40 106 173 238 311 264 260 260

廃油 熱ｴﾈﾙｷﾞｰ 90 120 219 275 293 335 322 245

ガラスくず等 原料 0 151 105 111 129 152 165 154

肉骨粉 原料､熱ｴﾈﾙｷﾞｰ 0 0 85 68 57 60 63 71

廃タイヤ 原料､熱ｴﾈﾙｷﾞｰ 101 323 194 89 57 70 65 69

RDF、RPF 熱ｴﾈﾙｷﾞｰ 0 27 49 48 37 40 46 46

ボタ 原料､熱ｴﾈﾙｷﾞｰ 1,600 675 280 0 0 0 0 0

その他 － 14 253 314 408 382 459 506 447

合計 － 21,763 27,359 29,593 25,995 28,053 28,583 27,422 26,155

86,849 82,373 73,931 55,903 59,074 60,074 57,978 55,894

セメント１ｔ当たりの使用量（kg/t） 251 332 400 465 475 476 473 468

セメント生産高

（A） 産業廃棄物最終処分場残余容量（2019 年 4 月 1 日現在） 
158,650 

(千 m3) 

（B） 産業廃棄物最終処分場残余年数（2019 年 4 月 1 日現在） 
17.4 

(年) 

（C） 2019 年以降の産業廃棄物の年間最終処分量試算値 〔（A）/（B）〕 
9,118 

(千 m3) 

（D） 
セメント工場が 1 年間に受入れている廃棄物・副産物等の容積換算試算値 

（2019 年度） 

19,858 

(千 m3) 

（E） 
セメント工場が受入処理しなかった場合の最終処分場の残余年数試算値 〔（A）

/（C）+（D）〕 

5.5 

(年) 

（F） 
セメント工場が廃棄物等を受入処理することによる最終処分場の延命効果試算

値 〔（B）-（E）〕 

11.9 

(年) 
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【Ｐ．３】「わが国の物質フローと廃棄物のセメント資源化」 

 環境省が公表している「環境白書・循環型社会白書・生物多様性白書」において「循環型社

会の形成」の章で「我が国物質フロー」を掲載している（最新の令和３年度版ではｐ.214の図

3-1-9）。 産業廃棄物の排出量は年間約４億トン前後で推移しており、大きな変動は見られな

い。 

＜産業廃棄物の排出量の推移＞ 

 

［出典］環境白書・循環型社会白書・生物多様性白書（令和３年版）p.188 
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【Ｐ．４】「セメント産業の廃棄物利用：社会インフラの円滑運営への貢献」 

 

＜下水汚泥の受け入れ）＞ 

  下水道における資源・エネルギー利用 

 

［出所］国土交通省HP 

(https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/crd_sewerage_tk_000124.html) 

 

＜清掃工場で発生する都市ごみ焼却灰の受け入れ＞ 

全国にある清掃工場で生活ごみを焼却した後に残る灰の約 1 割をセメント工場で受け入れ、

資源化している。 

－都市ごみ焼却灰のセメント資源化率計算方法－ 

焼却残渣最終処分量（Ａ） 

焼却灰・飛灰のセメント資源化量（Ｂ） 

溶融スラグ化量（Ｃ） 

飛灰の山元還元量（Ｄ） 

 

（Ｂ）／（Ａ+Ｂ+Ｃ+Ｄ） 

 

（例）令和１年度（2019 年度）環境省発表「ごみ処理状況」 

焼却残渣最終処分量（Ａ）：2,948,006ｔ 

焼却灰・飛灰のセメント資源化量（Ｂ）：438,869ｔ 

溶融スラグ化量（Ｃ）：540,481ｔ 

飛灰の山元還元量（Ｄ）：33,243ｔ 

（Ｂ）／（Ａ+Ｂ+Ｃ+Ｄ）＝0.111 
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【Ｐ．５】「セメント産業の廃棄物利用：エネルギー代替廃棄物の利用拡大」 

 

＜廃プラスチックの受入処理＞ 

 セメント業界では、20 年前の 1998 年度より、廃棄物となったプラスチックごみの受入処理

を開始し現在に至っている。 

 20 年の間に技術開発・設備投資を進めてきたことにより、1998 年度では約 2 万ｔの受入処

理量が 2019 年度においては、37 倍の約 75 万ｔの受入処理を行なうに至っている。 

 

〔廃プラスチックの排出量、有効利用量および最終処分量の推移(参考)〕 

                                     単位：万ｔ 

年度 排出量 有効利用量 未利用量 

ﾏﾃﾘｱﾙﾘ

ｻｲｸﾙ 

ｹﾐｶﾙ 

ﾘｻｲｸﾙ 

ｻｰﾏﾙ 

ﾘｻｲｸﾙ 

計 単純 

焼却 

埋立 計 有効利

用率 

 2000 997 139 10 312 461 238 298 536 46% 

 2005 1,006 185 29 368 582 164 260 424 58% 

 2010 945 217 42 465 724 97 125 222 77% 

 2012 929 204 38 502 744 96 89 185 80% 

 2013 940 203 30 535 767 98 74 172 82% 

 2014 926 199 34 534 768 91 67 158 83% 

 2015 879 173 30 498 701 86 93 178 80% 

 2016 860 174 29 492 695 78 87 166 81% 

 2017 863 177 27 506 710 74 79 152 82% 

2018 861 188 26 507 720 71 70 141 84% 

2019 850 186 27 513 726 70 54 125 85% 

［出所］（一社）プラスチック循環利用協会 

http://www.pwmi.or.jp/pdf/panf2.pdf 

 

「セメント工場で受け入れている廃プラスチックの由来」 

＜容器包装リサイクル制度：プラスチック製容器包装廃棄物＞ 

1995 年に公布された容器包装リサイクル法を実行するための制度。 

家庭ごみを分別・収集し、リサイクル（再商品化）することにより省資源社会の構築を目指し

ている。 

プラスチック製容器包装廃棄物については、材料リサイクルによって発生するプラスチック類

残渣の処理について、2018 年度より、原則、埋立処分が禁止され、2020 年度からは単純焼却も

禁止され、資源として有効利用が図れる処理方法を採用することとされた。 

また、ケミカルリサイクル（高炉還元剤、油化等）によって発生するプラスチック類残渣も 2020

年度より埋立処分が禁止された。 

＜詳細：日本容器包装リサイクル協会ＨＰに掲載＞ 

https://www.jcpra.or.jp/recycle/recycling/tabid/434/index.php 

 

＜自動車リサイクル制度「自動車シュレッダーダスト」＞ 

自動車リサイクル法では、自動車製造メーカーは、シュレッダーダストを再商品化する義務を

背負っており、再資源化体制について大臣認定を受けなければならない。 

セメント工場は再資源化施設として選定され、ASRを受け入れ、セメント製造用のエネルギー並

びに原料として有効利用している。 
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＜2020年度処理実績＞ 

ASRリサイクル施設への投入ASR重量：240,422ｔ+ 289,591ｔ＝530,013ｔ 

[出所：]自動車破砕残さリサイクル促進チームHP 

http://www.asrrt.jp/service/results/2020/index.html 

豊通リサイクル㈱ASR再資源化事業THチームHP 

http://www.toyotsurecycle.co.jp/asr/results.html 

 

セメント工場でリサイクルしたシュレッダーダスト重量：103,688t 

（リサイクル施設へ投入されたシュレッダーダストの内、約20％） 

 

自動車シュレッダーダスト（ASR）：Automobile Shredder Residueの略で、使用済み自動車を破

砕し、鉄やその他の金属を回収した後に残る残渣。主な成分は、廃プラスチック、樹脂、発砲

ウレタン、繊維、ゴム、金属くずなど。従来はその多くが埋立処分。 

 

＜セメント産業で廃プラスチックをエネルギー回収することによる温室効果ガスの低減＞ 

「セメントの常識」より 

＜プラスチックを取り巻く国内外の状況（環境省）＞ 

 
https://www.env.go.jp/council/03recycle/20210823_S01.pdf 
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【Ｐ．６】「セメント産業の廃棄物利用：災害廃棄物の処理支援」 

 

 

＜自治体との協定（セメント協会調査）＞ 

太平洋セメント㈱ 

・三重県ならびに三重県いなべ市との「循環型社会の形成の推進に関する協定」（2015年8月28

日） 

・大分県ならびに大分県津久見市との「循環型社会の形成の推進に関する協定」（2016年12月2

日） 

・岩手県ならびに岩手県大船渡市との「循環型地域社会の形成に関する協定」（2017年10月19日） 

・宮城県との「包括連携協定」（2019年6月4日） 

・北海道ならびに北海道北斗市との「循環型社会形成の形成に関する協定」（2020年12月24日） 

・埼玉県ならびに埼玉県熊谷市との「循環型社会の形成の推進及び災害廃棄物の処理に関する

協定」（2021年1月21日） 

 

住友大阪セメント㈱ 

・高知県および高知県須崎市との「災害廃棄物の処理に関する協定」（2019年10月31日） 

・千葉県船橋市との「災害廃棄物等の処理に関する基本協定」（2020年3月12日） 

・宮城県との「包括連携協定」（2020年10月30日） 

・栃木県との「包括連携協定」（2020年12月2日） 

・兵庫県赤穂市との「包括連携協定」（2021年7月13日） 

・千葉県柏市との「災害廃棄物の処理に関する協定」（2021年8月25日） 
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【Ｐ．９】「省エネ設備の導入：これまでの設備投資状況と今後の普及見通しについて」 

 

 

【Ｐ．１０】「CO2排出の低減に向けて：石灰石代替となる廃棄物の利用」 

＜クリンカ原料用産業廃棄物の組成＞ 

 

出展：日本国温室効果ガスインベントリ報告書2021年 

https://www.nies.go.jp/gio/archive/nir/jqjm1000000x4g42-att/NIR-JPN-2021-

v3.0_J_GIOweb.pdf 
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【Ｐ．１１】「2050年カーボンニュートラルに向けて：セメント産業の長期ビジョン」 

 

【会員会社の長期ビジョン】 
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【Ｐ．１２】「2050年カーボンニュートラルに向けて：継続的な技術開発」 
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以上 

 


